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葉
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落
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六
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題

　
は
じ
め
に

　「
椎
之
落
葉
」
に
つ
い
て

　「
椎
之
落
葉
」
の
記
事―

旅
行
記

　「
椎
之
落
葉
」
の
記
事―

蜷
川
式
胤
を
め
ぐ
る
人
々

　「
椎
之
落
葉
」
の
記
事

　
　―

『
観
古
図
説―

陶
器
之
部
』
の
制
作
と
陶
器
研
究

　「
椎
之
落
葉
」
の
記
事―

博
物
館
へ
の
資
料
寄
贈

　
お
わ
り
に

一
九
五
九
年
　
東
京
都
生
ま
れ

一
九
九
一
年
　
法
政
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、
東
京
都
現
代
美
術
館
、
東
京
都
写
真
美
術
館
、
武
蔵
野
市
立
武
蔵
野
ふ

る
さ
と
歴
史
館
な
ど
で
学
芸
員
と
し
て
勤
務
、
現
在
は
法
政
大
学
兼
任
講
師

﹇
主
要
著
書
﹈

『
蜷
川
式
胤
「
奈
良
の
筋
道
」』（
編
著
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、
明
治
維
新
史
学
会

編
『
明
治
維
新
と
歴
史
意
識
』（
共
著
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）

米
崎 

清
実
（
よ
ね
ざ
き
・
き
よ
み
）

編
著
者
略
歴

蜷
川
式
胤
（
一
八
三
五
〔
天
保
六
〕）-

一
八
八
二
〔
明
治
一
五
〕）
は

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
前
期
の
好
古
家
で
あ
る
。

京
都
東
寺
の
公
人
蜷
川
家
に
生
ま
れ
、
岩
倉
具
視
の
招
聘
に
よ
り
上
京
、

明
治
政
府
に
出
仕
す
る
と
、
制
度
局
取
調
御
用
掛
、
外
務
省
編
輯
課
、

文
部
省
博
物
局
、
内
務
省
博
物
局
な
ど
で
業
務
に
あ
た
り
、
制
度
考
証

や
博
覧
会
の
開
催
、
社
寺
の
宝
物
調
査
や
古
器
旧
物
の
保
護
に
取
り
組

ん
だ
。
一
方
、
荒
廃
し
た
旧
江
戸
城
の
写
真
撮
影
を
政
府
に
申
し
出
、

横
山
松
三
郎
と
写
真
の
撮
影
を
行
っ
た
。

蜷
川
式
胤
が
携
わ
っ
た
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
の
主
に
近
畿
地
方
に

お
け
る
社
寺
の
宝
物
調
査
（
壬
申
検
査
）
に
関
す
る
資
料
や
旧
江
戸
城

写
真
ガ
ラ
ス
原
板
な
ど
は
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）
に
辞
職
し
て
以
降
は
、
主
に
日
本
各
地
の

陶
器
研
究
や
『
観
古
図
説―

陶
器
之
部
』
の
刊
行
に
取
り
組
ん
だ
。

交
友
関
係
に
お
い
て
は
幅
広
く
、
松
浦
武
四
郎
、
古
筆
了
仲
、
柏
木
政

矩
、
町
田
久
成
、
神
田
孝
平
、
高
橋
由
一
、
横
山
松
三
郎
、
柴
田
是
真
、

五
姓
田
芳
柳
、
亀
井
至
一
・
竹
二
郎
兄
弟
な
ど
の
好
古
家
、
政
府
官
僚
、

写
真
家
、
美
術
家
、
さ
ら
に
は
当
時
来
日
し
て
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
や
モ

ー
ス
、
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
、
ワ
グ
ネ
ル
な
ど
の
外
国
人
と
も
親
交
が
あ
っ

た
。
蜷
川
式
胤
は
、
明
治
時
代
前
期
の
今
日
で
い
う
文
化
財
行
政
や
国

際
文
化
交
流
に
お
け
る
キ
イ
パ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
。

蜷
川
式
胤
に
つ
い
て


